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長浜町役ー場

7月の人口動態
世帯数 3，965 
総人口 15，733 
男 7，468 女 8，265
出生12 男B 女4
死亡? 男5 女4
婚姻 3 離婚 1 
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部
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正
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吋
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定
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月

例

七
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
一
午
後
一
時
半
に
閉
会
し
ま
し
た

体
育
館
で
開
か
れ
た
、
第
二
回
定
例
議
一
な
お
、
可
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
つ

会
は
、
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条
例
一
ぎ
の
通
り
で
す
。

の
一
部
改
正
、
職
員
団
体
の
畳
録
に
関
一
〈
〉
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
条
例
の
一

す
る
条
例
、
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
一
部
改
正

の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
一
(
①
貸
付
期
間
H
六
カ
月
を
一
か
年

長
浜
町
国
民
健
康
保
健
税
条
例
の
二
聞
に
延
長
。
②
新
規
事
業
開
始
者
に
対

部
改
正
、
本
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
裕
一
し
て
は
、
特
別
に
、
二
か
年
間
た
け
融

正
予
算
な
ど
五
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
一
資
。
③
偶
人
の
限
度
融
資
額
H
三
十
万

も
、
原
案
の
通
り
可
決
し
一
円
を
、
五
十
万
円
に
引
き
上
げ
。
@
新
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規
事
業
開
始
者
に
は
、
原
則
的
に
八
十

万
円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
)

。
昭
和
四
十
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算

(
①
有
線
放
送
施
設
費
②
農
業
振
興

費
八
蚕
業
V
③
農
業
構
造
改
善
事
業
費

ム
黒
田
農
道
と
郷
定
置
配
管
V
④
林
業

振
興
費
八
し
い
た
け
菌
補
助
V
⑤
水
産

振
興
費
八
一
本
釣
漁
業
振
興
対
策
補
助

V
@
商
工
振
興
費
八
街
路
灯
V
⑦
消
防

Uまカま1:よ幸艮

寒
暖
計
の
水
銀

柱
は
、
毎
日
三
十

、J
数
度
の
暑
さ
が
続

・4

い
て
い
ま
す
が
、

進

そ

の

炎

天

の

も

と

で
統
合
中
学
校
敷

-
」f
t

地
の
埋
め
立
て
工

週
刊
事
は
、
順
調
に
進

呈
阻
ん
で
い
ま
す
。

頓

工

事

は

、

七

月

「
ト
一
日
、
伊
予
木
材

百
号
株
式
会
社
の
事
務

戸
」
所
の
後
か
ら
始
ま

盲
目
り
ま
し
た
が
、
八

地

月

五

日

現

在

伊

予

'
{
木
材
株
式
会
社
の

歯
方
製
材
所
の
前
ま
で

進
ん
で
い
ま
す
。

塩
水
と
、
砂
と
、

そ
し
て
、
砂
利
と
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て

も
の
す
ご
い
水
圧
で
、
一
日
に
、
約
四

百
立
方
メ
ー
ト
ル
'
の
砂
利
を
吐
ぎ
だ
し

ま
す
が
現
在
の
と
こ
ろ
(
八
月
五
日
)

工
事
の
進
み
具
合
は
全
体
の
お
よ
そ
五

十
五
Mm位
い
進
ん
で
い
ま
す
。

11二

埋め立て工事55%完成
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(8月5日撮影)

得
る
限
り
の
処

置
を
構
じ
た
。

一
日
も
早
く

復
旧
す
る
と
と

が
、
急
務
で
あ

り
、
二
度
と
あ

の
よ
ラ
な
災
害

が
お
き
な
い
よ

う
な
復
旧
改
良

を
お
こ
な
う
こ

施
設
費
③
社
会
教
育
総
務
費
八
留
守
家

と
が
最
大
の
願
望
で
あ
る
の
で
大
洲
土

庭
児
童
会
育
成
費
V
③
現
年
災
漁
港
施

木
事
務
所
も
、
昼
夜
を
と
お
し
て
、
地

設
災
害
復
旧
費
A
櫛

生

お

よ

び

、

須

沢

一

一

一

一

盤

の

移

動

状

況

、

地

質

の

調

査

等

を

主

漁
港
V
そ
の
他
な
ど
を
補
正
し
、
総
額
一
①
議
員
諸
賢
お
よ
び
、
町
民
各
位
の
一

一

一

と

し

て

お

こ

な

っ

て

き

た

。

千
四
百
万
円
を
補
正
し
ま
し
た
の
で
、
一
非
常
な
ど
理
解
と
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
一

一

一

こ

の

調

査

結

果

に

よ

っ

て

、

設

計

を

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
・
二
億
八
千
一
昭
和
四
十
年
度
会
計
の
出
納
閉
鎖
を
、
一

一

一

す

る

訳

で

あ

る

が

、

所

長

以

下

係

官

の

四
百
十
四
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
〉
↑
去
る
五
月
三
十
一
日
に
、
無
事
終
つ
一

一

一

方

も

大

変

な

努

力

を

払

っ

て

く

れ

て

い

一
た
。
一
般
会
計
に
あ
っ
て
は
、
相
当
額
一

路

側

魁

輯

鱒

髄

一

の

同

日

許

可

が

お

れ

!

?

の

経

過

を

た

ど

り

ほ

ぼ

成

案

が

蹴

終

盤

輯

購

一

直

営

診

療

所

特

別

会

計

の

一

一

会

主

の

一

即

時

約

十

日

時

村

号

機

ω

磁
醐
闇
櫨
脳
髄
随
一
T
J
一
ぞ
い
て
、
他
の
特
別
会
計
は
大
体
、
予
一

係

者

総

鱒

麟

J
J
f
r一
一

関

係

地

区

の

代

表

者

、

町

議

等

を

招

い

繍
認
が
盟
¥
了
、
一
想
し
て
い
た
内
容
で
、
出
納
閉
鎖
が
で
一
て
、
こ
れ
ら
の
説
明
が
あ
り
、
関
係
者

繊

f
通
運
祖
蹴
¥
竹
内
藤
一
き
る
見
込
み
で
あ
る
o

-

wy??勺
双
方
、
謝
潟
脚
艦
購
斗
1
4
7
4

麟

一

一

に

大

変

不

便

を

か

け

て

い

る

と

と

に

つ

金
約
一
関
人
一
人
一
②
当
初
予
算
、
あ
る
い
は
、
補
正
予
一
い
て
も
、
陳
謝
さ
れ
た
、
と
に
か
く
、
県

諮

問

滋

締

騒

騒

一

Y~鶴一算に
お
い
て
、
予
号
さ
れ
た
事
業
に
一
に
あ
っ
て
も
、
町
に
お
い
て
も
、
幹
線

灘

誌

購

:

¥

一

つ

い

て

は

、

ほ

ほ

発

注

を

完

了

し

た

の

一

重

で

あ

る

の

で

、

一

日

も

早

く

完

成

機

w
d必
制
樹
糊
繍
轍
緋
〆
一
樹
網
棚
一
で
年
度
内
早
期
に
事
業
完
了
と
な
る
見
一

長一一寸前

F
1
2鯛
齢

、

、

一

一

輪

髄

一

一

す

る

こ

と

も

必

要

で

あ

る

が

、

そ

れ

に

一一二一…
J
1
1
f
k
-

ぺ
欝
欄
J戸
舗

一

込

み

で

あ

る

。

一

も

ま

し

て

、

二

度

と

災

害

が

お

き

な

い

J

い
一
一
…
ぷ

V
繍
融
関
麟
ポ
ベ
麟
一
@
昭
和
四
十
一
年
度
の
大
事
業
で
あ
一
対
策
を
抜
本
的
に
た
て
る
べ
き
で
あ
る

h
¥
f
h
J
J魁
醐
輯
戯
翻
腕
機
騒
一
る
統
合
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
一
と
い
ラ
基
本
的
な
考
え
に
葛
つ
い
て
、

一
三
心
不
離
醐
繍
繍
鱒
鱗
蟻
一
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
一
進
め
て
い
る
の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
、

、、一

f

一
〆
蝿
闇
輔
鱒
畿
麟
鱗
欄
錨
輔
一
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。
特
に
敷
地
一

LJJ
一f
?鎗
掴

掴

蹴

理

機

醐

鰹

鰯

錨

欄

一

一

ご

し

ん

ぼ

う

願

い

た

い

。

¥…
PJJyr一
醐
醐
醐
開
鵬
翻
麟
燃
職
一
造
成
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
居
一

主
連
総
鵬
鱒
繍
欝
額
一
住
者
の
方
々
、
漁
民
の
方
々
に
大
変
な
一

一
戸
川
経
過
醐
親
離
舗
離
開
一
ど
理
解
と
ど
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
一
圃

LEET-3

円

以

?

?

総

鱒

麟

髄

髄

一

一

後

問

題

な

く

、

ス

ム

ー

ズ

に

事

業

主

一

躍

雲

間

一1
k
m心一、
J
F
y
b

縦

川

吋

幽

圃

濁

灘

総

瞬

園

田

園

欄

醐

闘

機

幽

関

一

一

ト以
M
W
W

悦

脳

協

析

隊

機

織

鑑

醗

騨

醐

醐

鱒

醐

鵬

一

め

て

い

る

。

一

九幻影
γふ
制
蹴
総
翻
鞘
醐
機
麟
醐
醐
臨
醐
一
④
須
一
沢
地
区
の
県
道
崩
壊
に
つ
い
て
一
小
川
儀
三
郎
氏

議
行
川
¥
機
蹴
欄
麟
臨
醐
一
は
、
県
道
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
復
一
言
岸
の
近
く
ま
で
砂
利
を
採
取
し

建
議
題
醐
離
盟
関
一
回
、
管
理
責
任
は
去
に
あ
る
訳
で
あ
一
て
い
る
が
、
台
風
な
ど
の
時
に
災
害
が

藤
一
:
綿
織
閉
鎖
鱒
輯
輔
一
る
が
直
接
の
被
害
者
は
町
で
あ
り
町
民
一

繍

機

織

機

繍

翻

錦

繍

酬

醐

欄

麟

臨

翻

欄

幽

一

一

起

き

る

心

配

は

な

い

か

。

し

N
5
5
3
2
5
2
j
i
l
-
-
i
i一
で
あ
る
か
ら
災
害
が
発
生
し
た
当
日
の
一
②
喜
多
灘
中
学
校
を
長
浜
中
学
校
に

伊
予
木
材
株
式
会
社
の
前
の
海
も
陸
一
夜
間
、
県
の
係
官
と
と
も
に
、
現
場
に
石
合
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
こ
と
し
の

に
変
わ
り
ま
し
1

一
出
向
ぎ
、
関
係
地
区
住
民
の
避
難
、
災
一
方
が
、
高
校
受
験
合
格
率
が
低
下
し
て

(
8
月
5
日
仁
久
か
ら
撮
影
)
一
害
防
止
対
策
、
消
防
団
の
警
戒
対
策
等
一
い
る
o

原
因
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
究
明

一
に
つ
い
て
県
と
一
体
に
な
っ
て
、
出
来
一
さ
れ
て
い
る
か
。

一
③
統
合
中
学
完
成
後
、
現
在
の
長
浜

い

プ

ミ

贈

放

町

の

送

γ
叩

4
で

o
水
く
'
し
関
童
の
よ
で
山
一
中
学
校
は
、
何
に
使
用
す
る
計
画
か
。

-
フ
'
寄
'
'
個
放
ラ
土
引
の
れ
す
'
近
が
ま
を
児
ど
る
と
と
e

④
来
年
行
な
わ
れ
る
選
挙
を
、
明
る

い
ナ
か
恥
均
一
川
約
一
的
轍
加
川
崎
一
流
出
一
九
伽
股
い
…
訴
一
日
制
抗
~
一
い
選
挙
に
す
る
た
め
に
、
理
事
者
一
は
ど

テ
ン
'
レ
レ
て
あ
'
の
日
'
ク
て
'
し
'
い
割
泳
げ
ほ
度
と
と
の
よ
ラ
な
考
え
で
い
る
か
。

山

γ
付
加

U
U一
…
町
民
一
日
…
川
毎

M
W
H
一
山
村
一
一
肌
悦

M
J
J
h
h
時
…
~
一
⑤
白
滝
診
療
所
に
、
専
任
医
師
を
置

ア
ラ
月
ク

o
り
屋
ツ
'
ら
そ
一
知
校
関
学
泳
体
が
は
減
旬
た
い
一
く
見
通
し
は
つ
い
て
い
る
か
。

〈
一
刊
誌
J
W
比
一
闘
い
駒
山
町
一
間
柄
、
日
忠
一
一
防
掛
川
…
・
比
目
的
酢
比
約
〉
一
@
町
職
員
の
採
用
方
法
は
、
ど
の
方

L
予
は
一
ま
室
育
ラ
通
ツ
'
'
'
浜
学
長
す
ん

o
と
て

3
童
に
。
川
一
法
を
採
用
し
て
い
る
か
。

伊
で
ユ
し
送
体
ト
を
べ
時
回
て
長
泳
で
何
た
い
は
児
う
す
と

ロ

園

川

一

⑦

県

道

の

須

沢

は

、

い

つ

完

成

す

る

-
f
b
J
-
-
-
J
I
t
-
-
-
-
t
r
・--zi--Jt
・j
i
-
-
J
1
7
2
%
t
r
・
-
ン
一
見
込
み
か
。

7月の町政日誌
1日 郡内各保育所の栄
養士の料理講習会

4日 選挙管理委員会
7日結核検診
7日 夏季青少年対策研
究会

10日 須沢地区山くずれ
のため，町長以下主
管課長係長現場に急
行消防団員徹夜で警
戒

11日 戸籍事務打合会喜
多郡内町村教育長会

12日青島丸，長浜~出
海開臨時運行開始
(パス不通のため)
14 日まで/
喜多郡議長会議

長浜町観光協会総
会出石寺で，老人ク
ラブ員の1泊研修会
14日 日脳予防接種
15日 農業委員会委員選
挙選挙会

18日 婦人民生委員研修
会

21日 日脳予防接種
。25日 母子福祉会

25日 赤ちゃん審査開始

28日 第2固定例議会

13日

町
長
の
行
政
報
告

江湖の埋め立て工事【写真説明】

'" 

，、¥

毒事

ょ
せ
が
き
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
学
校

教
育
上
、
欠
陥
を
き
た
し
て
は
い
な
い

.泊

③
水
難
事
故
防
止
お
よ
び
、
青
少
年

非
行
化
防
止
策
を
た
て
ら
れ
て
い
る

.泊

④
豊
茂
診
療
所
に
は
医
師
が
い
な
い

が
、
配
慮
し
て
い
る
か
。

⑤
最
悪
の
事
態
を
考
慮
し
て
全
校
に

消
火
施
設
を
完
備
せ
よ
。

③
県
道
海
岸
線
の
危
険
な
場
所
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
た
て
ら
れ
る
か
。

車
両
制
限
令
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
と

な
る
豊
茂
の
道
路
工
事
は
、
い
つ
完
成

す
る
か
。

ニ

宮

正

直

氏

①
財
政
面
か
ら
み
た
と
こ
ろ
の
、
統

合
中
学
校
の
進
ち
よ
く
状
況
を
示
せ
。

②
最
近
、
教
師
の
会
合
が
多
い
よ
う

で
あ
る
が
、
児
童
生
徒
の
上
に
、
し
わ
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一
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
一
を
解
決
に
翠
く
唯
一
の
力
は
「
自
二
た
一
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
豊
茂
地
区
の
診
一
(
幸
衛
)
有
線
長
浜
百
二
十
二
番

一
二
、
主
婦
に
対
し
て
、
普
及
し
や
す
い
一

b
の
健
康
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
ろ
一
療
を
お
や
め
に
な
り
ま
し
た
。
一
な
お
、
急
忠
な
ど
に
よ
り
往
診
を
必
一
〉

一
料
理
講
習
を
つ
づ
け
ま
す
。
一
ラ
」
と
い
う
意
識
に
あ
る
の
で
す
。
一
理
由
は
、
言
体
の
た
め
で
す
。
一
と
す
る
と
ま
は
、
れ
て
れ
ぞ
れ
か
か
り
つ
一
訓
分

一
肉
類
の
う
ち
で
は
、
鶏
肉
の
消
費
一
最
後
に
、
各
家
庭
に
あ
る
置
き
薬
の
一
八
月
一
日
か
ら
は
、
毎
週
金
曜
日
午
け
の
医
師
に
、
直
接
お
願
い
し
て
く
だ
一
日

1

一
が
最
も
多
い
た
め
、
鶏
肉
料
理
の
普
一
袋
が
、
住
に
か
け
ら
れ
た
ま
ま
忘
れ
ら
一
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で
(
新
し
い
一
さ
い
。
一
一
昨
付

及

は

容

易

と

考

え

ら

れ

ま

ず

か

ら

、

一

れ

て

し

ま

う

日

が

早

く

近

づ

い

て

く

る

一

診

療

所

で

〉

長

浜

町

医

師

会

の

先

生

一

一

番

こ
れ
を
の
ば
し
て
ゆ
く
よ
う
に
指
導
一
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
o

一

が

、

出

張

診

療

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

一

一

話

-

眼

科

一

一

一

一

対

策

と

計

画

一

て

県

の

、

ト

ラ

コ

ー

マ

、

モ

デ

ル

地

一

し

ま

す

。

一

(

お

わ

り

)

一

し

た

。

一

一

清

表

保
健
所
が
中
心
と
な
っ
て
一
区
の
指
定
を
受
け
て
、
継
続
的
に
専
一
一
一
一
同
時
計
目
下
立
刊
誌
一

i
t
i
p
i
j
i
i
j
f
N」
計

十

日

丸

山

口

同

刊

一

一

郎

恥

一

門

医

に

よ

る

検

診

を

行

な

っ

て

患

者

一

一

看

護

婦

は

い

つ

も

い

ま

す

一

一

一

長

サ

結

絞

一

一

し

ま

す

。

一

一

』

O

万
一
不
E
の

と

き

は

、

つ

ぎ

の

と

一

一

品

川

清

一
、
結
核
に
対
す
る
地
区
住
民
の
認
識
一
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
ま
す
o

一

回

、

一

員

は

、

安

価

で

、

親

し

み

ゃ

す

一

豊

茂

診

療

所

一

日

ろ

に

連

絡

一

日

て

く

だ

さ

い

一

一

を
深
め
、
地
区
組
織
の
活
動
と
広
報
一
一
一

r
j
fマ
患

者

に

対

し

て

は

個

一

い

食

品

で

す

の

に

、

非

常

に

消

費

が

一

金

曜

日

が

診

療

日

大

字

長

浜

旧

港

務

所

前

、

一

時

間

日

目

的

一

日

目

一

日

明

記

七

日

日

一

日

日

日

明

方

法

等

一

い

日

間

μ
H
H
U一
西

岡

朝

子

公

電

五

十

二

番

一

切

な

指

導

を

行

い

ま

す

。

一

ょ

ラ

指

導

を

行

い

ま

す

。

一

水

質

検

査

一

一一

r
M
M
M
H計
五

時

間

一

4
1
L便
と

集

団

駆

虫

を

行

な

一

九

日

時

四

日

日

時

間

二

信

一

時

医

一

能

仁

染
防
止
に
つ
と
め
ま
す
。
一
っ
て
、
保
卵
者
を
な
く
す
よ
う
に
つ
一
が
、
官
民
一
体
と
な
り
実
現
さ
れ
る
よ
一
三
三
i
E
-
-
E
E
l
-
=
一王室三三
=-E=
一三
=-ZE--一三三

一

般

内

科

一

と

め

ま

す

。

一

ス

ノ

食

討

さ

れ

な

け

れ

ば

な

り

ま

ぜ

ん

。

一

一
、
農
夫
症
と
い
わ
れ
る
神
経
系
疾
患
一
一
一
、
し
尿
を
使
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
一
体

1
力

検

査

一

胃
腸
疾
患
に
対
す
る
対
策
は
、
今
後
一
な
り
、
処
理
に
困
る
状
態
て
す
の
で
一
急
傾
斜
地
帯
に
お
け
る
盟
申
一
し
た
労
一

の
農
山
村
地
帯
で
は
重
要
な
課
題
で
一
寄
生
虫
駆
除
の
抜
本
的
な
対
策
と
し
一
働
は
、
体
力
の
老
化
を
早
め
ま
す
o

一

過
重
労
働
、
出
稼
差
す
の
保
健
衛
生
一
て
、
し
尿
処
理
問
題
を
具
体
的
に
解
一
生
活
・
経
済
・
農
業
構
造
改
善
等
の
一

面
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
一
決
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
一
施
策
と
併
せ
、
日
常
生
活
の
中
に
生
三

す

。

一

歯

科

一

る

農

民

体

操

の

普

及

を

組

織

的

に

展

開

一

高
血
圧
者
に
対
し
て
は
、
継
続
的
二
、
正
し
い
歯
み
が
き
の
習
慣
を
普
及
一
し
て
ゆ
く
よ
う
指
導
し
ま
す
。

に
部
務
に
出
か
け
環
境
の
指
道
J

お
よ
一
す
る
た
め
、
児
童
、
生
徒
を
中
心
に
一

び
、
適
正
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
一
し
た
歯
み
が
ぎ
運
動
ー
を
お
こ
し
て
、
一
む
す
び

ラ
集
団
指
導
を
行
な
い
、
健
康
管
理
一
指
導
に
つ
と
め
ま
す
。
一

を
行
な
い
ま
す
o

一
二
、
的
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
県
幅
一
国
保
の
統
計
を
み
て
も
、
他
の
地
区

母

子

保

健

一

科

検

診

車

で

、

年

二

回

五

か

年

計

画

一

で

は

、

年

々

受

診

件

数

お

よ

び

医

療

費

一
、
定
期
的
に
専
門
医
に
よ
る
健
康
相
一
で
検
診
を
実
施
し
、
む
し
閣
の
早
期
一
が
増
加
し
、
医
療
費
は
三
年
間
で
、
一

談
を
行
っ
て
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
一
発
見
に
つ
と
め
学
校
の
休
み
を
利
用
一
倍
半
近
く
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
豊
茂

つ
と
め
ま
す
。
一
し
て
早
期
治
療
を
行
な
う
よ
ラ
指
導
一
地
区
で
は
、
件
数
・
医
療
費
と
も
、
殆

二

、

定

期

的

に

、

助

産

婦

、

保

健

婦

栄

一

し

ま

す

。

一

ん

ど

、

ふ

え

て

い

な

い

現

状

で

、

置

き

養

士

等

に

よ

っ

て

、

正

し

い

離

乳

指

一

栄

養

改

善

一

莱

に

頼

っ

て

い

る

者

が

多

い

よ

ラ

で

導
を
重
点
K
、
育
児
の
全
般
に
つ
い
一
一
、
学
校
給
食
は
、
現
在
パ
ン
と
ミ
ル
一
す
。

て
指
導
を
行
な
い
ま
す
。
一
ク
の
み
で
す
の
で
、
副
食
を
持
参
し
一
何
わ
と
も
あ
れ
、
い
ろ
い
ろ
の
問
題

輩同(毎月 1回発行)昭和41年8月20日、
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一
健
康
講
庫
一

心
が
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

食
中
毒
の
犯
人
は
、
ど
こ
に
い
る
か

と
い
ラ
と
、
そ
れ
は
、
ま
な
板
で
あ

ま
な
板
を
つ
か
う
と
ぎ
は
、
熱
湯
を

包
丁
と
、
ま
な
板
に
か
け
、
消
毒
し
た

手
で
料
理
を
す
る
よ
ラ
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

入
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

小
児
麻
ひ
の
ビ
ー
ル
ス
を
運
ぶ
の
は

ゴ
キ
ブ
リ
で
あ
る
。

日
本
脳
炎
の
ビ
ー
ル
ス
を
運
ぶ
の
は

小
型
ア
カ
イ
エ
蚊
で
あ
る
。

大
型
の
ア
カ
イ
エ
蚊
は
、
フ
イ
ラ
リ

ヤ
の
病
源
菌
を
運
ぶ
。

④ 

エ
プ
ロ
ン
を
か
け
た

ま

ま

便

所

へ

入

る

な

パ
セ
リ
ー
を
使
え

エ
プ
ロ
ン
を
か
け
た
ま
ま
、
便
所
へ

入
つ
て
は
因
る
。

便
所
へ
入
る
と
き
は
、
必
ず
エ
プ
ロ

ン
を
は
ず
し
て
か
ら
入
る
こ
と
。

エ
プ
ロ
ン
は
、
炊
事
す
る
と
こ
ろ
へ

つ
っ
て
お
く
こ
と
。

そ
し
て
、
外
か
ら
入
る
と
、
げ
た
を

は
き
か
え
て
、
内
で
も
う
一
度
手
を
洗

っ
て
か
ら
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
る
よ
う
に

回
虫
は
天
井
か
ら

入

っ

て

く

る

あ
ら
ゆ
る
ビ
タ
ミ
ン
を
万
一
過
な
く
含

有
し
て
い
る
の
は
、
パ
セ
リ
ー
で
あ

る。
パ
セ
リ
ー
を
何
ん
の
料
理
に
で
も
使

用
す
る
こ
と
。

何
ん
で
も
、
か
ん
で
も
、
パ
セ
リ
ー

を
使
」
つ
こ
と
で
あ
る
。
〔
完
〕

(
医
師
多
羅
尾
雅
治
)

回
虫
の
卵
は
、
天
井
の
ほ
こ
り
か
ら

、-

守毎

農
地
、
未
墾
地
取
得
資
金
な

ど
の
種
類
お
よ
び
、
融
資
申
し

込
み
要
領
な
ど

K
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

業

宅

伸
一
点
工
師
自

食

加

数

産

陽

金

花

林

南
板
生
一
浜-一立

ー

を

間

際

町

地

町

前

坊

池

本

谷

工

晴
間
一
叶
屋
新
王
J

判

制

郷

郷

今

糊

割

問

山

初

東

駒

小

東

前

峯

東

出

小

道

7
J
 

号
を
日
行
列
目
的
品
川
明
印
U

m以

m
∞

出

向

U
叩

お

U
除

沼

田

1

6

8

8

3

2

8

2

2

1

1

2

5

5

切

4

5

香

川

引

場

制

r

t

-

J

W

ハF
W

ハγ

、。

]

自

自

こ

材

郎

昨

利

引

(

旦

モ

雄

監

雄

己

国

光

三

春

雄

M
運

春

名

木

八

勝

中

心

モ

武

林

政

貞

松

馬

泰

友

芳

M
海

繁

予

野

崎

尾

木

野

沢

浜

本

坂

坂

中

野

下

以

和

岬

氏

伊

大

川

洲

高

冨

友

長

山

脇

東

下

畑

矢

山

恥

昭

水

頁

1

3

4

6

6

7

7

行

げ

り

引

お

お

花

位

。

5
竹

二
宮
正
直
(
保
積
)

M

M

一
ま
た
、
食
中
毒
も
多
く
な
る

ν
lズ

東

豊

(

白

滝

)

M

M

一
γ
で
す
。

小
西
豊
己
(
豊
茂

)
H農
協

グ

一

家

庭

で

は

、

調

理

に

か

か

る

ま

え

V
拾
っ
た
金
を
寄
付
一
に
、
よ
く
手
を
洗
う
こ
と
は
い
う
ま
で

大
字
榔
生
大
峯
の
、
下
坂
義
雄
氏
は
一
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
と
な
も
、
こ
ど

一
特
に
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き

先

般

、

七

百

円

を

拾

わ

れ

、

警

察

に

届

一

一

巳

一
や
用
便
後
に
は
、
十
分
手
を
洗
い
ま
し

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
期
限
が
き
て
一
〉

も
、
落
し
主
が
な
か
っ
た
た
め
、
響
察
一
ょ
う
《

か
ら
拾
い
主
に
『
波
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の

金
七
百
円
を
、
長
浜
町
老
人
ホ

l
ム
白

山
閣
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

wv
早

く

手

続

き

を

す

ま

せ
ま
し
ょ
う

農
地
を
買
収
さ
れ
た
人
に
対
す
る
給

付
金
の
請
求
期
限
は
、
昭
和
四
十
二
年

=
一
月
三
十
一
日
ま
で
占
す
。

期
限
以
後
は
、
請
求
て
き
ま
せ
ん
か

ら
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
ま
で
の

聞
に
、
農
地
(
未
装
地
、
宅
地
、
建
物

は
該
当
し
ま
せ
ん
)
を
国
に
買
収
さ
れ

た
人
は
、
す
く
に
、
長
浜
町
農
業
委
員

会
事
務
局
で
、
子
続
を
し
て
〈
だ
き

1
V
 

。
。

参

考
1
、
出
張
診
療
日
に
は
、
各
家
庭
へ

の
往
診
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
0

2
、
診
療
所
開
設
時
聞
は
、
午
前
八

時
半
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で
で
、

日
限
日
は
、
休
み
で
す
。

門
久
ロ
〕
農
地
・
未
明
治
地
取
得
資
金
な

ら
び
に
自
作
農
創
設
維
持
資
金

の
融
資
申
込
要
領
は
つ
ぎ
の
通

り
で
す
。

1. 資金の種類

l | f 川借入 I(~ A I 資金の種類| 借入の条件 踊額!利子1j羽詰|備 考

一一lETr-lf。同盟知f
I *J~l1ilJ!î.i'Ä~~ IfdJ _cl上JI--未墾地購入資金同上|同一 上|

4r:::4-l-t:l{t.:l=-/"¥'_ frlll I 千円I1/ 120年以
自作農維持資|招fFZJ空I '3~1 ~分11)
1相 続lP2訟に相続I~uul JJj I '" J Iの同意

1負債証明が取
れるもので佑
入の原因は土

上|同上県警官官自
債で返済期限
の来ているも
の |

疾病負傷等による I I 

3E続出間同上l向上|向上lEZ量証明(
ない場合 上一一一一一|

|天災病虫害火災等 cnnls ，Jr21 r-I市町村豆町|
|災 害|による損害 |叩叩上l証明治唖
2. 申込要領
(イ)借受希望者は原HIJとして，自立経営農家を対象とする。
(口)本資金の貸付は年間4別 (3月 6月 9月， 12月)にわかれ
申込は農業委員会をつラじて申請する。

付借入は知事の適格認定通知があれば農協を通じて申請人が申込
む

いj本資金の貸付は原HlJとして保証貸付であるが担保貸付も行なう
(;N伯受者は借入期間中満60才を越す場合は伯受け出来ない
十4農外収入が農業収入より多い農家は貸付の対象からはずされる
場合がある

3. ~t の他
詳細はrn]農業委員会事務局へ問合せて下さい。

ぎ落
五五 の役号八
百百 凶場が月
十十 つの変一
二 O で、り白
番番 す新まか

。ししら
いた
代。役
表場
君子 の
号公
は社
電
つ話

共同相続人

未墾地

ありがとう己ざいました

付

寄

物

国

旗

掲

揚

台

七
豆
、

0
0
0
円

豆、九
C
C
円

号
、
一
呂
円

ご

O、O
B円

一一回。、

D
B円 〔問〕

同

倍
に
a

一川向

ら
特
入

か
合
借

外
場
ら
の

以
た
か
も

庫
け
人
の

公
受
個
利

件

寄

大

字 上|向
負債整理

疾病負傷。
五
百
十
一
番

五
百
十
三
番

者佳

V
推
薦
に
よ
る
農
業
委

員

会

委

員

が

決

ま

り

ま

し

た

中
見
富
隆
(
今
坊
)
日
談
会
推
薦

亀

井

幸

(

青

島

)

府

石
内
宗
繁
(
櫛
生
)

1/ 

目

的

生

公
民
館
用
自
動
車
購
入
資
金
と

し
て

白
滝
保
育
所
用
と
し
て

出
海
地
区
道
路
寄
付
金
と
し
て

昭
和
四
十
一
年
度
蚕
業
振
興
寄

附
金
と
し
て1/ 1/ 

次

正

考備

1/ 

V
郵
便
物
の
事
故
に
あ

っ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ
ん
か

郵
便
物
が
着
か
な
い
と
か
、
内
容
口
聞

が
足
り
な
い
よ
う
な
事
故
に
あ
わ
れ
た

方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
あ
り
ま
し

た
ら
、
す
ぐ
に
、
局
の
窓
口
へ
印
章
ご

持
参
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
や
、
書
面
で
も
さ
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

事
故
の
あ
っ
た
場
合
は
、
内
容
の
い

か
ん
を
と
わ
ず
、
郵
便
局
へ
遠
慮
な
く

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

V
寝

冷

を

し

な

い

こ

と

も
大
切

秋
に
な
る
と
、
と
か
く
、
た
ベ
す
ぎ

た
り
、
寝
冷
を
し
た
り
し
て
、
胃
腸
を

こ
わ
し
が
ち
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ

で
、
お
そ
ろ
し
い
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

ν
lズ
ジ
に
入
る
と
い
わ
れ
る
赤
痢
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

奥。
長
浜
町
で
、
昔
の
マ
マ
の
姿
で
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
て
何
ん
で

し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
、
足
山
で
す
。

そ
の
足
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
仁
久
の

江
湖
地
区
は
、
今
、
大
き
く
変
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
や
が
て
万
古
不
変
の
足
山

の
ふ
も
と
に
、
近
代
感
覚
の
粋
を
集
め

た
統
合
中
学
校
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

山
は
土
日
の
ま
ま
で
も
、
ま
ち
は
、
日

に
日
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

。
九
月
の
声
を
き
く
と
、
ぐ
っ
と
日

足
が
短
か
く
な
り
ま
す
。
落
日
に
気
ぜ

わ
し
く
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
の
声
が
い
っ
と

も
な
く
止
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
く
と

も
ラ
薄
暮
で
す
。
日
一
日
と
秋
の
深
か

ま
り
を
感
ず
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。

そ
ラ
い
え
ば
、
七
月
一
日
で
は
、
日

の
出
が
午
前
五
時
一
分
、
日
の
入
り
が

午
後
七
時
二
十
四
分
。
九
月
一
日
で
は

日
の
出
が
、
午
前
五
時
四
十
三
分
、
日

の
入
り
が
午
後
六
時
三
十
七
分
で
す
。

九
月
は
、
人
も
自
然
も
、
真
夏
の
焼

け
つ
く
よ
う
な
暑
さ
か
ら
解
放
せ
ら
れ

い
わ
ゆ
る
新
涼
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
空
気
中
の
湿
度
も
少
な
く
な
っ

て
快
適
な
、
日
本
の
秋
が
始
ま
る
月
で

す。
と
こ
ろ
で
、
心
配
な
の
が
、
台
風
で

す
。
例
年
大
型
の
台
風
に
お
そ
わ
れ
る

の
も
と
の
月
で
す
。

台
風
、
高
湖
、
津
波
、
地
震
な
ど
こ

の
よ
う
な
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
お
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
準
備
を

怠
ら
な
い
よ
ラ
に
い
た
し
ま
し
ょ
ラ
。


